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1　は　し　が　き

リンゴ果実の生理障害であるビターピット　コルクスポ

ット．ゴム類以症などの発生には果実中のCaレベルが強い

関係を持つと言われている。このことからリンゴ樹体内に

おけろCaの行動については数多くの研究が行われている。

しかし，C8の樹体内での行動は他の要素と比較して特異

的であり．その行動については不明な点が多い。

本研究では一5C8を用い，根から吸収した一5C且の果実内で

の分布を中心に，その他．葉，芽，枝棉及び掛こおける一5C血

の分布について検討したので報告する。

2　実　験　方　法

2年間N67卿l，P71岬，K120肝．址g13I岬，C850Ⅰ岬の

培養液で水耕栽培した5年生マルバ台131じを供試した。

1972年5月10日（開花直前）から9月17日まで10日置きに

14回培養液を交換し，その都度45（〕8C12溶液で45ca17′JCi

添加した。

分析試料は1972年10月27日に果実．葉，枝棉及び板を

採取した。果実は果皮，果肉（以下，果皮より1伽までの

果肉を果肉1，果皮より1～2（職までの果肉を果肉2とす

る）果心，種子，横柄は1～3年枝の木部と皮部，根は太

振（5仰以上）．細桐（5－■以下）に分けて各部位の放射

能強度を測定し，45C8濃度及び全C8濃度を定量した。さら

に，次式により，全C8濃度のうち一5C8濃度の占める割合，

即ち15C8の寄与率を算出した。

寄与率＝
lSca濃度
全08濃度

×100

樹体各部位の放射能強度の測定は試料を適当量採取し．

5550℃で圧化後，常法により45C8C204の沈澱を作り．こ

れを計数皿に移し105℃～110℃で乾燥後G址カウンターで

計数した。

ままた，これとは別に45（コ80204を5岬，7．5呼，10岬，

15喝㌧20軌30呼になるように秤取して放射能強度を測

定し．lScaC204による45cbの放射能の自己吸収曲線を

作成した。この自己吸収曲鰍こより試料の45cac20一の放

射能測定値を補正した。
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3　実験結果及び考察

川　果実，葉及び芽におけるlScaの分布

損から吸収した15C8の果実，葉及び芽における4Sc血の放

射能強度．伯C8感度及び全C8濃度は表1に示した。

妻1果実，葉及び芽における15caの

放射能強度及び濃度

部　 位
放 射 能 強 度

e p m ／佗 ・d ・m

C ‰ g ．。．m 全 C 箱 石g ．。．m

果　 皮 1 5 ．4 0 ．3 7 6 2 ．8

果 肉 11）
2 ．6 0 ．0 6 1 3 ．6

果 肉 22）
8 ．7 0 ．2 1 1 7 ．0

異　 心 30 ．4 0 ．7 3 6 6 ，2

種　 子 3 6 ．7 0 ．8 7 14 7 ．7

秦 1．2 5 6 ．0 3 0 ．3 0 7 4 4 ．5

芽 2，6 4 7 ．7 6 3 ．8 0 2 ，0 0 7 ．0

注．日：果皮より1cmまで，2）：果皮より1～2C雛まで。

まず，果実中における伯caの分布を放射能強度でみる

と．果実中では種子が最も高く，次いで果心．果皮，果肉

2であり，果皮に最も近い果肉1の放射能強度が著しく低

かった。このように，果肉中の哺C血の分布は果皮からの距

離によって異なるが．いずれにしても，果実中では生理障

害の発生する果肉部位に対して．その年に根から吸収した

Caの分布が著しく少ないことが明らかであった。

次に，果実中における15C8の放射能強度と葉及び芽での

15caの放射能強度を比較すると，果実中で放射能強度が最

も高かった種子は36．7cpm／今・d・m，最も低かった果肉1

は2．60p町′ノg・d・mであり，これに対して，葉は1256cpm

／g・d・m，芽は2647．7叩m／g・d・mであった。このこと

から，果実は同じ新生部位である薫は芽に比較して・そ

の年に根から吸収したC8の分布が著しく少ないことが明

らかであった。

（2）枝桐及び根における15C8の分布

1～3年枝の木部及び皮部，太根及び細根中の4℃8の放

射能強度，15ca濃度及び全C8濃度は表2に示した〇

校相中における伯C且の放射能強度は皮部が木部の3～4

倍酎かった。根では細根の放射能強度が太根の1・3倍であ
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った。

まに．技術と根の45caの放射能頻度を比較すると細軋

大根が枝棉木部及び皮部より放射能強度が高かった。しか

し，全Ca濃度は根より皮部で高く，45caの放射能強度と全

C8濃度との間に大きな違いを示した。

表2　枝幹部及び板における45caの

放射能強度及び腰度

部　 位
放 射 能 強 度

e p m ／ g ・d ・m

：荒 ．。．m 慧 訂 。．m

1 年 枝 木 部 8 8 2 ．9 2 1．3 24 3 ．8

〝　 皮 部 3，6 7 9 ．0 8 8 ．7 1 ．0 4 3 ．3

2 年 枝 木 部 9 7 7．8 2 3 ．6 1 12 ．4

〝　 皮 部 3．2 7 6 ．7 7 9 ．0 9 6 4 ．0

3 年 枝 木 部 8 4 5 ．7 2 0 ．4 11 1．0

〝　 皮 部 3，4 2 5 ．3 8 2 ．5 9 50 ．5

太　　　 板 4．14 2 ．4 9 9 ．8 54 0 ．0

細　　　 根 5，5 3 4 ．0 13 3 ．4 6 8 8 ．6

（8）果実，葵及び芽における45caの寄与率

果皮，果肉1．果肉2，果心．種子，葉及び芽における

伯caの寄与率は図1に示した。

図1果実，彙及び芽における伯caの寄与率

果実中における45caの寄与率は果肉2が1，2％で最も高

く・果肉1が0．4％で最も低かった。果実中における15caの

寄与率は水耕培養液のC8濃度によって変わるが，この試

験の結果からみると，果実中に含んでいるC8のうち，その

年に根から吸収したCaは1％前後と著しく少なく・果実中

に含んでいるCaの99％前後は前年までに樹が貯えたC8．
いわゆる貯蔵C8であると推定できた。

また・巽中における15C8の寄与率は4・1％・芽における

45caの寄与率は3・2％であり・これらの新生部位でも95％
は貯蔵Caで占られていた。

（4）枝棉及び軌こおける45C8寄与率

1～3年枝の木乱皮臥太根及び細板中におけろ45ca

の寄与率は図2に示した。

3
年
抜
木
部

ケ
　
伎
部

2
年
枝
木
部

ク
　
伎
部

一
年
桟
木
部

皮
部

図2　枝栴及び軌こおける15（）aの寄与率

1年枝木軋皮部，2年枝皮部及び3年枝皮部における

偵C8の寄与率は7～8％であり，2年枝木部は19．6％．3年

枝木部は15．5％．太板が15．6％，細根が16，2％であった。

これらのことから，枝梢及び板においてもCaの80～90％

は貯蔵Caであることが明らかであった。

4　橋　　　　　要

目）横から吸収したCaは，樹体各部位に分布するが，

果実への分布は少なく．特に果肉に対する分布が著しく少

なく．果肉に含まれているCaの約99％は貯蔵C8であった。

これらのことから，果実のC8栄養の主体は貯蔵C8である

と考えられた。

（2）根から吸収したCaの分布が果実に比較して多い垂，

芽においても貯蔵C8が96～97％を占めていた。

（3）枝栴及び横においても貯蔵Caが80～90％を占めて

いた。

川　以上の結果から，今後，リンゴ樹体内の貯蔵Caの濃

度．含有量及び形態と果実，葉．芽など新生部におけるCa

蹟度との関係について検討することが必要であると考えた。


